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【講評】 
  今回の女と男の一行詩にも沢山の方から応募をいただきました。 
特に今年は中学生からも応募がありました。斬新な視点からの作品で私
たち選考委員も新たな気づきがありました。市民の皆様からも好評で、
優秀賞に選出されています。 
 さて、「一行詩」という制約の中での表現ですから、作品によっては色々
な解釈が生まれることもあります。今年の選考委員会でも、委員それぞ
れに色々な読み方があるものだと感じました。個人の経験や男女共同参
画に対する考えが作品の解釈に反映され、１０人いれば１０通りの受け
止め方がありうるというのも、一行詩の魅力ではないでしょうか。 

そんな女と男の一行詩も今年で 23 回目を迎えました。第 1 回から今
回までの応募総数は 14447 作品、入賞は 164 作品にのぼります（これ
までの入賞作品は帯広市のホームページからご覧いただけます）。多く
の市民に愛されてきたことを、選考に携わる者としてとても嬉しく思い
ます。過去からの入賞作品を読んでいると、その時々の世相を反映しな
がらも根底には一貫して男女共同参画への確かな思いが流れているのを
感じます。そんな思いを乗せた一行詩たち、私たち市民のかけがえのな
い宝物としていつまでも輝き続けてくれることでしょう。                                                                                                      

 
「女と男の一行詩」選考委員長  
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す
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２
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